
リーンスタートアップ講座
Lean Startup Japan LLC 代表社員 和波 俊久

受講期間 講義 理解度テスト 演習 チアメール 修了証 修了アンケート 制作年

6ヶ月 10回(平均18分) なし なし あり あり なし 2013

学習目標と狙い

スピード経営の重要性を理解することと併せ、組織や自身の業務の構築プロセ
スやスパンを抜本的に見直すための方法論を身につける。
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商品開発を今後検討していく中で、大変参考になりました。

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

すべての階層で共通するコンピテンシー（グローバル）

すべての階層で共通するコンピテンシー（イノベーション）

すべての階層で共通するコンピテンシー（ビジネス環境理解）

第1回 概要編 -1.「プロセス」について
第2回 概要編 -2. リーンスタートアップの概要
第3回 概要編 -3. リーンスタートアップが普及した背景
第4回 概要編 -4. 伝統的な手法とリーンスタートアップの考え方①
第5回 概要編 -4. 伝統的な手法とリーンスタートアップの考え方②
第6回 実践編 -1. リーンスタートアップを組織に導入するには
第7回 実践編 -2. 実践その１：バッチサイズとワンピースフロー①
第8回 実践編 -2. 実践その１：バッチサイズとワンピースフロー②
第9回 実践編 -3. リーン思考のチームとは
第10回 実践編 -4. 実践その２：全体最適と部分最適

【概要】
今、リーンスタートアップの考え方が求められてきていますが、新規事業にを正攻法
はありません。事業環境の急激な変化により新しい考え方が必要とされています。
本講座では、リーンスタートアップの概念を学習します。講座の前半では、リーンス
タートアップの概要を学び、伝統的な手法と何が違うのかを理解します。続く後半の
実践編では、いかにしてリーンスタートアップを組織に導入していくのかについて理
解します。


